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協
会
活
動
状
況

〈
昭
和

四
十

四
年
度
V

●
二
月

二
日

(
月
)

編
集
委
員
会

午
後

三
時

よ
り
植
物
園
に
て
開
催
。

出
席
者
-
犬
飼
、
斎

藤
、
楡
金
、
井
手
、
山

口
、
辻
井

、
以
上

六
名
。

会

誌
第

七
号
発
行

の
件
に

つ
き
検
討
。
現
在

協
会

に
集

ま

っ
て
い
る
原
稿
を
検
討
し
、
不
足

分

の
原
稿

の
依
頼
先
を
協
議
。
グ

ラ
ビ
ア
は
都

市

公
園
、
並
木
な
ど
と
す

る
こ
と

に
決
定
。

〈
昭
和

四
十
五
年
度
V

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
ぺ
て
植
物
園
に
お
い
て

)

●
四
月

二
十
八
日

(
火
)

常
任
理
事
会

午
後
十

一
一時
三
十
分

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
犬
飼
、
宮
脇
、
高
倉
、
高
橋

、
北

海
道
土
木
部
長
、楡
金

、札
幌
営
林
局

長
(
代
)
、

石
川
、
斎
藤
、
井
手
、
辻
井
、
北
海
道
林
務

部

よ
り
三
名
、
以
上
十
四
名
。

昭
和
四
十
四
年
度
決
算
報
告
、
な
ら
び
に
昭

和
四
十

五
年
度

予
算
審
議
。

北
海

道
林
務

部
よ
り
、
四
十
五
年
度
委
託
調

査

(
札
幌
周
辺

部
自
然
公
園
区
域

外
地
域

の
自

然
保
護
に

つ
い
て
の
基
礎
調
査

)
に

つ
い
て
の

説
明
が
あ

る
。

●
五
月
十
九

日

(
火
)

北
海
道
自
然
保
護
協
会
総
会

午
後

五
時

三
十
分

よ
り
、
拓
銀
本
店
会
議
室

に
て
開
催
。

出
席
者
-

東
条
、
犬
飼
、
井
手
、
小
沢
、
岩

本
(
代
)
、
辻
井
、
門
脇

、
山
口
、
春

日
、
坂
本
、

上
田
(璋
)
、
新
得
町
長
(
代
)
、
吉

田
(尚
)
、
渡

辺
(千
)
、
島
倉
、
基
水
、
井
上

、植

田
、
岩
崎
、

毛
利

(代
Y

伊
藤
(
秀
)
、
佐
々
木
、
小
関
、
村

井

、
斎
藤
(
正
)
、
原
、
木

下
(代
)
、
熊

井
、
石

川
、
橋
本
(
昌
)
、
東
川
町
長
(
代
)
、
小
寺

(
ア
)
、

斎
藤
(
雄
)
、
佐

々
木
(
承
)
、
秋
庭
、
以
上
三
十

五
名
。
東
条
会
長

の
挨
拶

に
つ
づ
き
、
井
手
理
事
長

よ
り
、

一
、
事
業
報

告

。
道
庁
委

託
日
高
山
脈
学

術
調
査

の
件

・
街
路
樹
委
員
会

の
活
動

(
ア
カ
シ
ア
並
木
、

円

山

ス
ギ
林
そ

の
他
)
に

つ
い
て

。
然
別
湖
畔
道
路
計
画

に
つ
い
て

・
川
湯

ア
ト
サ

ヌ
プ

リ
周
辺

の
シ
ラ
カ
パ
ー

イ

ソ
ツ
ツ
ジ
群
落

に
つ
い
て

・
ト

ム
ラ
ウ

シ
道

路
計
画
そ

の
後

・
レ
ナ
ー
ド
、

コ
ル
テ
教
授
講
演
会
開
催

の
件

。
恵
庭
岳
南
斜

面
オ

リ
ソ
ピ

ッ
ク
道
路

・
真
駒
内
柏

ケ
丘
プ

レ
ス

ハ
ウ

ス
建
設
問
題

二
、
昭
和
四
十
四
年
度
会
計
報
告

三
、
昭
和
四
十
五
年
度
事
業
計
画

・
大
雪
山

・
赤
岳

、
ト

ム
ラ
ウ
シ
道
路
問
題

。
然
別
湖
道
路

の
件

・
阿
寒
、
.
屈
斜

路
湖
畔

私
有

地
の
件

。
講
演
会

、
遠
足
会

な
ど

。
会
誌
第

七
号
五
月
発
刊

の
予
定

四
(
昭
和
四
十
五
年
度

予
算
案

そ

の
他

二
、
三

の
出
席
会
員
よ
り
発

言
が
あ

り
、
質
疑
応

答

の
の
ち
、

六
時
三
十
分
総
会

を

終
了
。
同
会

場
に
て
会
食

に
移
り
、
七
時

三
十

分
解
散
。

●
六

月
三
日

(
水
)

常
任
理
事
会

午
後

二
時
よ
り
開
催
。

出
席
者
-

斎
藤
(春
)
、
宮
脇
、
斎
藤
(
雄
)
、

川
瀬

(
北
大
苫
小
牧
演

習
林
)
、
氏
家

(北

大
苫

小
牧
演
習
林
)
、
橋
本
(
道
林
務
部
)
、
皆

川
(
道

林
務
部
)
、
島

(苫
小
牧
市
役
所
)
、
石
田
(苫

小

牧
市
役
所
)
、

大
越

(開
発
局
)
、
渡
辺
、
中
島

(
道
林
務
部
)
、
井
手

、
以
上
十
三
名
。

一
、
苫
小
牧

・
千
歳
間
北
海
道
縦
貫
自
動
軍

道
路
問
題

に
つ
い
て
ー

こ
の
計
画

に
よ
る
と

北
大
苫
小
牧
演

習
林

の
南

部
を
横
切
る
と

い
う

こ
と
で
あ

る
が
、

こ
れ
に
は
同
区
域
が
明
治

以

来

の
研
究
試
験
区
域

で
あ

る
な
ど
い
ろ

い
ろ
な

問
題
が
あ

る
た
め
、
協
会

と
し
て
は
事
態

を
注

視
す

る
立
場
を
ど
り
、

つ
ぎ

の
理
事
会

に
報
告

検
討
す

る
。

・

二
、
真
駒
内
柏

ケ
丘

の
問
題

に

つ
い
て
ー

こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
三
年
十
月
四

日
付

に
て
北
海
道
宛

に
風
致

を
損
わ
な

い
よ
う

に
と

の
要
望
を
提
出
し
て
い
た
が
、
現
状
で
は

大
規
模

な
伐
採
が
行
な
わ
れ

て
い
て
、
協
会

と

し
て
は
ふ
た
た
び
道

に
要
望
書
を
出
す

こ
と

に

決
定
。
●
六
月

二
十
口

(
土
)

真
駒
内
柏

ケ
丘
視
察

視
察
員
-
斎
藤
(
雄
)
、
辻
井
、
以
上
二
名
。

●
六
月
二
十
三
日

(
火
)

編
集
委

員
会

出
席
者
-

犬
飼

、
斎
藤
、
山

口
、
辻
井

、
井

手
、
以
上

五
名
。

会

誌
八
号
に

つ
き
、
原
稿
締
切
り
は
七
月
末
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九
月
発

行
を
目
標
と
す
る

こ
と
を
決

め
、
執
筆

者
な
ど
を
検
討
。
九
号

に
つ
い
て
は
十

二
月
締

切
り
、
二
月
発
行
を
予
定
。
グ
ラ
ビ

ア
は
動
物

写
真
で
ま
と
め
る
。

●
六

月
二
十
五
日

(
木
)

街
路
樹
委
員
会

午
後

四
時

よ
り
植
物
園

に
て
開
催
。

出
席
者
-
斎
藤
(
雄
)
、
明
道

、今

田
、
宮
脇
、

井
手
、
磯

野
(
札
幌
市
公
園
課
)

昭
和
四
十
五
年
六
月
十
三
日
付

の
文
書

に
て

札
幌
市

よ
り
、
真
駒

内
公
園
内

の
立
木

の
鑑
定

依
頼

が
あ
り
、
協
会

で
は
六
月

二
十

日
、
街
路

樹
委
員

(
斎
藤
雄

一
、
辻
井
達

一
)
が
現
地
調

査

を
行

な
い
、
そ

の
鑑
定
結
果
を
も
と

に
討
議

が
な
さ
れ
た
。

●
七
月
六
日

(
月
)

石
狩
新
港
視
察

視
察
員
-
斎
藤
(
雄
)
、
明
道
、
宮
脇

、
井
手

辻
井
、
以
上

五
名
。

第
三
十
三
回
理
事
会

午
後

二
時
三
十
分

よ
り
開
催
。

出
席
者
ー

斎
藤

(春
)
、
中
島
(
道
林
務
部
)
、

楡
金
、
渡
辺
、
伊
藤

、
宮
脇
、
斎
藤
(
雄
)
、
浜

田
(
北
電
)
、

水
島

(道
土
木
部
)
、

毛
利
(
開
発

局
)
、
赤
沢
(
開
発
局
)
、
金
光
、島

倉
、
井

手
、

辻
井
、
以
上
十
五
名
。

報

告

一
、
真
駒

内
柏

ケ
丘
の
件

二
、
真
駒
内

公
園
内
樹
木

の
移
植
診
断

を
市

よ

り
委

託
さ
れ
た
こ
と

に
つ
き

、
協
会

で
は
斎
藤

(
雄
)
、
辻
井
が
調
査
を
行
な

っ
た
。

議

題

一
、
委
託
調
査
の
件
i

札
幌
周
辺
三
市
二
町

の
自
然
保
護
対
策

に

つ
き
、
調
査
を
行

な
う

こ

と
。
二
、

サ

ロ
ベ

ッ
原
野

の
件
ー

サ

ロ
ベ
ッ
原

野

の
保
護
問
題

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
近

日
中

に
再
調
査
を
行
な
う

こ
と
に
決
定
。

三
、
小
清
水
天
然
防
風
林
の
件
-

小
清
水
天

然
防
風
林
を
保
護
す
る
問
題
に
つ
き
、
要
望
書

を
北
見
営
林
局
に
提
出
す
る
こ
と
。

四
、
然
別
湖
の
件
i

湖
畔
の
森
林
と
風
景
を

で
き

る
限
り
守
る
よ
う
、
要
望
す
る

こ
と
と
な

る
。σ
七
月

二
十
六
日
(
日
)
～

二
十
八
日
(
火
)

大
雷
山
視
察

視
察
員
-
明
道
、
斎
藤
(
雄
)
、
井
手
、
以
上

三
名
。
●
七
月
三
十
日

(
木
)

大
雪
委
員
会

午
前
十
時
よ
り
開
催
。

出
席
者
-

伊
藤
(
秀
)
、
金
光
、
橋
本
(誠

)
、

阿

部
、
奥
村
、
斎
藤
(雄
)
、
辻
井
、
井

手
、
以

上

八
名
。

新
得
-
天
人
峡
間

の
道
路
問
題

に
つ
き

、
委

員
会
と
し

て
は
当
初

に
検
討
さ
れ
た
よ
う

に
頂

上
部
は
ト
ン
ネ

ル
を
も

っ
て
貫
く

こ
と
を
再
確

認

し
た

(
た
だ
し
、

こ
の
道
路
計
画
は
、
現
在

の
と

こ
ろ
、
な
お
最
終
的

に
は
決
定
し
て

い
な

い
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
)
。

姿
見
池
お
よ
び
黒
岳

な
ど
、

リ
フ
ト

に
関
連

す

る
登
山
客
増

加
に
と
も
な
う
保

護
上

の
諸
問

題

に

つ
き
、
七
月
二
十

六
日
か
ら
二
十
八
日
に

か
け

て
の
井

手
、
明
道
、
斎

藤

(
雄
)
各
理
事

の
視
察
報
告
が
あ

っ
た
。

今
後

、
増
大
す

る
大
雪
山
国
立
公
園
利
用
者

へ
の
対
策

と
し
て
、
昨
年
来
建
議

さ
れ
て
い
た

マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成

に
つ
き

、
資
料

な
ど

と
り
ま
と
め
が
必
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
討
議

が
行
な
わ
れ
た
。

●
八
月
十
九

日

(
水
)

編
集
委

員
会

午
後

二
時
よ
り
開
催
。

出
席
者
-
井

手
、
山
口
、
辻
井
、
以
上

三
名
。

会
誌
八
号

に
つ
い
て
、
す

で
に
集

ま

っ
て
い

る
原
稿

を
も
と
に
し
て
編
集
方
針
な
ど
を
話
合

う
。
九
号

の
原
稿
依
頼
先

な
ど

に
つ
い
て
も
検

討
。●
九
月
四
日

(
金
)

理
事
会

午
後

二
時
よ
り
植
物
園

で
開
催
。

出
席
者
-
吉

田
(開
発
局
)
、
寺
崎
、
樋

口
(帯

広
営
林
局

)
、
楡
金

、

小
関
、
道
家
、

東
条
、

犬
飼
、
奥

村
(
岩
倉
組
)
、
宮
脇
、
高
橋
、
佐
山
、

石
川
、
坂
本
、

蝦
名
(道
土
木
部
)
、

木
村

(道

円
山
公
園
内
ス
ギ
林
に
つ
い
て

昭
和
四
十
四
年
九
月
二
十
五
日
ρ

N
C
S
第
六
一
号

札
幌
市
長

原
田
与
作
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条

猛

陳
情
書

猪

意
見
書

林
務
部
)
、明
道
、
斎
藤
(春

)
、
小
池
(
北
電
)
、

以
上
十
九
名
。

然
別
湖
畔
道
路
問
題

に
つ
き
討
議

を
行

な
い

拡
幅
を
さ
け
て
ト

ソ
ネ

ル
、
あ
る

い
は
乗
越
し

な
ど

に
よ
り
、
自
然
破
壊
を
最
少
限

に
と
ど
め

る
こ
と
と
す

る
要
望
案
を
ま
と
め
る

こ
と
に
決

定
。
な
お
、
本
問
題

に
関
連
し

て
、
自
然

公
園

内

の
道
路

の
あ
り

か
た
、

つ
く
り
方

に

つ
き
研

究
す
る
必
要
の
あ

る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

ホ
ク

レ
ソ
斜

里
工
場
増
設

に
と
も
な
う
廃
液

処
理
計
画

の
、
同
地
保
安
林

に
お
よ
ぼ
す
問
題

に
つ
き

、
早
急

に
調
査
団
を
出
す

必
要
あ
り
と

の
提
案

あ
り
、
石
川
俊
夫
、
斎

藤
雄

一
、
丹
保

憲
仁
、
辻
井
達

一
各
理

事
、
幹
事
を
派
遣

に
決

定
。●
九
月
十

一
日

(
金
)
～
十
四
日

(月
)

斜
里
視
察

調
査
員
-

石
川
、
斎
藤

(
雄
)
、
丹
保

(
工
学

部
)
、
辻
井
、
以
上

四
名

。

、
要

望
書

…

、
回
答

文
書

…

九
月
十

二
日
付
、
札
公
第

五
五

一
号
に
よ
り

こ
の
依
頼

の
あ

り
ま
し
た
件

に

つ
き

、
お
答
え

申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
十
七
日
、
当
協
会

理
事
長
井
手
責
夫

な

ら
び

に
、
街
路
樹
委
員
会

(委
員

長

・
今

田
敬

一
北
大
名
誉
教
授
)
委
員
、
宮
脇

恒
、
斎
藤
雄

一
、
辻
井
達

一
が
現

地
調
査
を
行
な

い
、
次

の
D
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結
論

を
得
ま
し
た
。

一
、
円
山

ス
ギ
林
は
す

で
に
九
〇
年
余
を
経

て

お
り
、
北
海
道
に
お
け

る
も

の
と
し
て
は
、

老
令

に
達
し

つ
つ
あ

る
も

の
と
考
え

ら
れ
る

が
、
生
育
状

況
か
ら

み
て
極
端

に
衰
弱

し

つ

つ
あ
る
も

の
と
は
み
と
め
ら
れ
な

い
。

二
、
土
壌
条
件

な
ら
び

に
四
囲

の
環
境

か
ら
み

て
立
地
は

ス
ギ
林

の
成

立
に
は
、
な
お
好
適

な
と

こ
ろ
と
判
断
さ
れ
る
。

三
、
林

冠
は
現
在
強

い
閉
鎖

を
し
て

い
な
い
し

経
済
林

で
は
な

い
の
で
、
神
社
外
縁

の
風
致

林

と
し
て
は
こ
の
ま
ま
で
よ

い
と
考
え
ら
れ

る
。

た
だ
し
、
す
み
や
か
に
枯
損
木

お
よ
び

極
度

の
衰
弱
木

の
処
理
を
行

な
う

べ
き
で
あ

ろ
う
。
後
継
樹

に
つ
い
て
は
、
同
林
内

に
天

然
下
種

で
自
生

し
て

い
る
も

の
を
移
植
す
る

の
が
適
当

で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
が

不
足

の
場
合
は
若
枝
を
挿
木
し

て
養
成

す
る

な
ど
、
で
き

る
だ
け

二
世

の
木
を
利
用
す

る

こ
と
が

の
ぞ
ま
し

い
。

四
、
林
床

植
生

を
み
る
と
、
円
山
川

の
改
修

工

・事

に
よ
る
水
湿
条
件

の
変
化
は
立
地
条
件

に

大
き

な
影
響
を
与
え
た
も

の
と
は
み
と
め
ら

れ
な

い
。

五
、
円
山
斜
面

の

一
部
に
成
林
す

る
も

の
を
除

い
て
林
内

は
比
較
的

明
か
る
く
、
後
継
樹

の

成

長
に
支
障
は
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

他
面
路
傍
要
素
な
ど
、
雑
草

の
侵

入
が
著
し

く
風
致
を
損
う

に
い
た

っ
て
お
り
、

こ
れ
が

対
策
が

必
要
で
あ

ろ
う
。

六
、
林
内

へ
の
立
入
り
を
禁
止
し
、
林
床

の
踏

み
か
た
め
な
ど
か
ら
保
護
す
る
必
要
が
あ

ろ

う
。

O

国
立
公
園
計
画
の
廃
止
お
よ
び

追
加
に
つ
い
て

林
政
第

一
四
九
号

昭
和
四
十
五
年

一
月

二
十
四
日

北
海
道
自
然
保

護
協
会
長
殿

北
海
道
知
事

町

村

金

五

標
記
の
件

に

つ
き
貴
見
を
お
伺

い
し
ま
す
。

記

一
、
公
園

名

支
笏
洞
爺
国
立
公
園

二
、
位
置

千

歳
市
、
支
笏
湖
畔
丸
駒
ー

オ

コ
タ
ソ
ペ

川
口
間

三
、
計
画
内
容

廃
止
-
歩
道
丸
駒
ー

オ

コ
タ
ソ
ペ
川

口
線

(
昭
和
四
十

一
年
十
二
月
十
四
日

厚

生

省
告
示
第

五
三
七
号
)

追
加
-
車
道
丸
駒
ー

オ

コ
タ
ソ
ペ
川

口
線

四
、
計
画
廃

止
お
よ
び
追
加

の
理
由

昭
和
四
十
七
年

の
冬
季

オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
大

会

の

一
部
競
技

が
恵
庭
岳

で
行
な
わ
れ
る

こ
と

に
関
連
し
て
、
交
通
輸

送
対
策

を
円

滑

に
実
施

す
る
た
め
、
支
笏
湖
畔
丸
駒
ー

オ

コ
タ
ソ
ペ
川
口
間

の
歩
道

計
画
を
廃

止

し
、
車
道

計
画
を
追
加
せ
ん
と
す

る
の
で

あ

る
。

(
林
政
課
自
然
公
園
計
画
係
)

O

昭
和
四
十
五
年
二
月
十
六
日

北
海
道
知
事

町
村
金
五
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

副
会

長

今

井

道

雄

〃

犬

飼

哲

夫

理
事
長

井

手

責

夫

昭
和
四
十
五
年

一
月

二
十
四
日
付
、
林
政
第

一
四
九
号
文

書
に
て
ご
照
会

の
支
笏
湖
畔
丸
駒

ー
オ

コ
タ
ソ
ペ
川
口
間

の
歩
道
計
画
を
廃

止
し

車
道
計
画
を
追
加
す

る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す

で
に
昭
和

四
十

四
年

二
月
六
日
付
文
書

に
て
申

し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
本
協
会

と
し
て
は
不

賛
成

の
方
針

に
変
更

の
要

の
な

い
こ
と
を
重

ね

て
お
答

え
申
し
上
げ
ま
す
。

す
で

に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
同
地
域

は
支
笏

湖
に
お

い
て
す
ぐ
れ
た
原
始
的
景
観

と

美

し

い
自
然
林

の
残
さ
れ

て
い
る
も

っ
と
も
重

要
な
場
所

で
あ
り

ま
し

て
、

こ
こ
に
車
道

を
通

す

こ
と
は
、
支
笏
湖

の
も

っ
と
も
重
大

な
る
か

な
め
を
傷

つ
け

る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
り
ま

す

。オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
滑
降
競
技

の
運
営

に

つ
い
て

ご
不
便

の
あ

る
こ
と
も
察
せ
ら
れ
ま
す
が
、
永

く

子
孫

に
伝
え

る
べ
き
、
重
要
な
る
自
然
景
観

と
森
林
と
を
守
る
た
め

に
、
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
運

営

に

つ
い
て
は
、
な
だ
れ
防

止
、
待
避
線

の
建

設
、
道
路

の
拡
幅
、
湖
上

の
運
行

な
ど
格
別

の

こ
工
夫

に
よ

っ
て
諸
困
難

を
切
り
抜
け
ら
れ
る

こ
と
を
希
望

い
た
し
ま
す
。

O

柏
ヶ
丘
の
景
観
保
護
に
関
す
る

要
望
書

N
C
S
第
六
一
号

昭
和
四
十
五
年
六
月
十
日

北
海
道
知
事

町
村
金

五
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

長

東

条

猛

猪

頭
書

の
件

に

つ
き

ま
し
て
は
、
す

で
に
昭
和

四
十
三
年
十
月
四
日
づ

け
に
て
柏

ケ
丘

の
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
用
プ

レ
ス

ハ
ウ

ス
そ
の
他

の
住
宅
建

設
に

つ
き
、
そ

の
計
画
が
真
駒
内

一
帯

の
風
致

を
そ
こ
な
わ
ざ

る
よ
う
充
分

に
ご
考
慮
を

い
た

だ
き

た
い
旨
を
お
願

い
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
同
地

の
整

地
状
況

を
視
察
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
同
丘

の
東

側
丘
陵

の
樹
木
が

い
っ
さ

い

伐
採
さ
れ
る
な
ど
、
予
想
外

の
惨
状
を
呈
し
て

お
り
ま
し

て
、
真
駒

内
自
治
体
連
合
会

よ
り
も

折
角
議
会

に
陳
情
を
致

し
採
択

さ
れ
た

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
は
な
は
だ
期
待

に
反
し
た
結

果

に

な

っ
た
と
し
て
今
後

の
処
置

に
関
し

て
も
、
非

常

に
強

い
不
信

の
念

を
表
明
し

て
お
り
ま
す

。

す

で
に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
樹
木

に

つ
い
て
は

致
し
方
な

い
と
致

し
ま
し
て
も
、
今
後

の
工
事

に

つ
き
特

に
下
記

の
点

に
完
全

な
配
慮
あ
る
よ

う

、
設
計

お
よ
び
工
事
に

つ
い
て
十

二
分
な
ご

指

示
、
ご
監
督

を
お
願

い
申
し
上
げ
る
し
だ

い

で
ご
ざ

い
ま
す
。

一
、
柏
ケ
丘
東
側

の
崖

の
上
部

に
植
林

を
し

て
、
伐
採
に
よ

っ
て
生

じ
た
景
観
上
の
被

害
を
最

小
限

に
く

い
と
め
、
真
駒
内
団

地

一
帯

の
風
致

と
調
和
す

る
よ
う
万
全

の
措

置

を
講
ず

る
こ
と
。

二
、
工
事

の
際
土
砂
を
崖

の
東

側
に
落

と
す

と
き

は
、
残
さ
れ
た
植
生
を
枯
死

せ
し
め

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も

充
分

に
注
意
さ
れ
た

い
こ
と
。

三
、
建
築
物
は
崖

の
は
し
よ
り
、
少
な
く
と
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も

二
〇

m
離

し
建
設
す
る

こ
と
。

四
、
崖

の
崩
壊

を
防
止
す
る
よ
う
沖
充
分

に

措
置

を
と
る
こ
と
。

五
、
藻
南

公
園
側
、
旧
ゴ

ル
フ
場
側

お
よ
び

団
地
側
よ
り
見

て
、
景
観
を
害
す

る
こ
と

な

い
よ
う
充
分

に
配
慮

さ
れ
た
い
こ
と
。

六
、
河
川
敷
地

に
建
築
す

る
場
合
、
そ
れ
が

ス
ラ

ム
化
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た

建
築
物

の
外
観

に

つ
い
て
も
、
団
地

一
帯

の
景
観
と
調
和
す

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た

い

こ
と
。

O

立
木
の
鑑
定
依
頼
に
つ
い
て

札
用
三
第

一
五
九
号

昭
和
四
十
五
年

六
月
十
三
日

北
海

道
自
然
保
護
協
会

長
殿

札
幌
市

長

原

田

与

作

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
、
札
幌
都
市
計
画
街
路

二

・
一
・
二
五
水
源
池

通
拡
築
事
業

に
伴
う
真

駒
内
公
園
内
、
左
記

の
立
木
移
植

に

つ
い
て
、

鑑
定
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
名
称

キ

ハ
ダ

ニ
、
形
質

周
囲

二
六
〇

㎝
×
高
さ
十
五

㎝

三
、
数
量

一
本

O

立
木
の
鑑
定
依
頼
に
つ
い
て
の
回
答

H
N
C
S
第
六
二
号

昭
和
四
十
五
年
六
月
二
十
七
日

札
幌
市
長

原
田
与
作
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条

猛

猪

昭
和
四
十
五
年

六
月
十
三
日
付

札
用
三
第

一
五
九
号
に
よ
り
依
頼
を
受

け
ま
し
た
標
記

の

件

に

つ
き

、
本
協
会
街
路
樹
委
員
会

よ
り
別
添

の
報
告
を
受

け
ま
し
た

の
で
、
提
出

い
た
し
ま

す
。真
駒

内
公
園
内
樹
木

の
処
置

に

つ
い
て

標
記
樹
木

に

つ
い
て
、
本
協
会
街
路
樹
委
員

会

は
六
月

二
〇

日
現
地
調
査

を
行
な

い
ま
し
た

の
で
、
そ

の
結
果
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

当
該
樹
木

の
移
植

に
つ
い
て
は
、
技

術
的

に

は
不
可
能

で
は
な

い
。
し
か
し
、
完
全
な
活
着

を
計

る
に
は
根
回
し
な
ど
の
準
備
に
十
分
な
時

間
を

必
要
と
す
る
も
の
で
、
本
年
度
内

に
移
植

を
完
了
さ
せ
る
の
は
危
険
と
判
断
さ
れ
る
。

従
来
、
移
植

を
早
急

に
行
な
う
た
め
、
か
な

り

の
大
枝
を
切
除
す

る
な
ど
樹
型

が
著

し
く
損

ぜ
ら
れ
、
樹
木

の
価
値
が
著
し
く
低
下
す

る
例

が
多

い
。
本
件

の
樹
木

に
つ
い
て
同
様

な
方
法

が
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
必
ず

し
も
予
期
し
た
効

果

は
得
ら
れ

な
い
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

O

真
駒
内
公
園
内
水
源
地
道
路
の

建
設
に
つ
い
て

H
N
C
S
第
六
五
号

昭
和
四
十
五
年
七
月
八
日

札
幌
市
長

原
田
与
作
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

理
事
長

井

手

責

夫

標
記
道
路
建
設
予
定
線
に
か
か
る
立
木
の
処

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
き
に
本
協
会
街
路
樹

委
員
会
よ
り
移
植
の
技
術
的
可
否
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
、
こ
れ
を
答
申
し
ま
し
た
。

七
月
六
日
開
催

の
本
協
会

理
事
会

に
お
い
て

こ
の
件

を
報
告
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、

こ
の
よ
う

な
公
園
緑
地

に
あ

っ
て
は
、
道
路

は
す

べ
か
ら

く
自
然
生

の
立
木
を
で
き

る
だ
け
損

じ
な

い
よ

う
に
計
画
さ
れ

る
べ
き
で
あ

る
と
す

る
こ
と

に

意
見

が

一
致

い
た
し
ま
し
た
。

本
件
道
路
予
定
地
周
辺
を
み
ま
す
と
、
ご
く

わ
ず

か
の
路
線
変
更

で
、
問
題
と
な

っ
た
キ

ハ

ダ

を
含
む
相
当
数

の
立
木

の
移
植
や
伐
採
を
ま

ぬ
か
れ

る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で

よ
ろ
し
く
再
検
討
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

O

石
狩
海
岸
の
カ
シ
ワ
天
然
防
風
保
安
林

お
よ
び
砂
丘
の
保
護
対
策
に
つ
い
て

H
N
C
S
第
六
六
号

昭
和
四
十
五
年
七
月
十
日

北
海
道

知
事

札
幌
営
林
局
長

札

幌

市

長

宛

小

樽

市

長

石

狩

町

長

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

理
事
長

井

手

責

夫

石
狩
新
港
建
設
計
画
に
よ
り
、
石
狩
海
岸
の

カ
シ
ワ
天
然
防
風
保
安
林
お
よ
び
砂
丘
が
約
六

㎞
に
わ
た
り
工
事
区
域
内
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
こ
れ
が
対
策
に
つ
き
、
本
協
会
街
路

樹
委
員
会
の
一
行

(今
田
敬

一委
員
長
、
宮
脇

恒
、
斎
藤
雄

一
、
明
道
博
、
井
手
責
夫
、
辻
井

達

一
各
委
員
)
が
七
月
六
日
午
前
、
現
地
を
調

査
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
シ
ワ
防
風
林
は
も
っ
と
も
広
い
部
分

で
巾

八
○
O

m
に
お
よ
び
、
石
狩
町
よ
り
銭
函

町
近
く
ま
で

二
〇
㎞
近
く

も
連
な
る
見
事
な
天

然
林

で
、
そ

の
防

風
防
砂

の
効
果
も
顕
著
な
も

の
が
あ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
類
例

の
な
い

代
表
的
美

林
で
あ

り
、
学
問
的

に
も
非
常

に
貴

重
な
森
林
で
あ

り
ま
す
。

カ
シ
ワ
林

の
み
な
ら

ず
、
同
海
岸

の
植
物
群
落

に
も
は
な
は
だ
貴
重

な
も

の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
新
港
建

設
に
際
し

ま
し

て
は
特
に
次

の
点

に
ご
留
意

い
た
だ
き
た

く

お
願

い
い
た
す

し
だ

い
で
あ
り
ま
す

。

一
、
分
部
越

(
十
線
浜
)
花
畔
九
線

以
西
.
新

川
河

口
付
近

ま
で
は
、
砂
丘
植
物
群

お
よ
び

そ

の
背
後

の
カ
シ
ワ
防
風
保
安
林

が
も

っ
と

も
よ
く
発
達

し
、

石
狩
海
岸

一
帯

の
う
ち
も

っ
と
も
貴
重

な
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す

の
で
、

こ
の
区
域

は
完
全

に
保
護

し
て
将
来
海
浜
公

園
と
し
て
計
画
建

設
せ
ら
れ
る
の
が
極
め

て

望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す

。
し
た
が

っ
て
、

新
港
建
設
個
所

の
決
定
、
工
事

の
施
行

に
つ

い
て
は
、

こ
の
事
情

を
十
分

に
考
慮
せ
ら
れ

る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

二
、
新
港
建

設
地
区

に
あ

っ
て
も
そ

の
地
区
内

の
カ
シ
ワ
の
樹
林

は
、
港

湾
施

設
内

の
グ

リ

ー
ソ
ベ

ル
ト
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
で
き

る
限
り
保
存

に
工
夫
せ
ら
れ
る

こ
と
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

三
、
現
在
、
分
部
越

(
十
線
浜
)

で
行
な
わ
れ

て
お
り
ま
す
砂
採
取

は
中
止

し
、
上
記
以
外

の
地
区
で
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
厳
し
く
ご
指

導

い
た
だ
き

た
く

お
願

い
い
た
し
ま
す

。
ま

た
砂
採
取

に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
そ

の
後
背

地
の
植
生
に
影
響

を
お
よ
ぼ
さ
ざ
る
よ
う
、

例
え
ば
防
砂

柵
を
設
け

る
な
ど
、
適

切
な
対

策
を
し
て

い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。
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O

道
路
工
事

の
設
計
に
関
す
る

要
望
書

.

H
N
C
S
第
六
八
号

昭
和
四
十
五
年
七
月
十
五
日

北
海
道

札
幌
市

北
海
道
開
発
局
p
宛

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

一
理
事
長

井

手

責

夫

本
道
の
開
発
発
展
の
た
め
、
道
路
の
新
設
整

備
の
必
要
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
一
方
で
は
そ
の
工
事
の
た
め
に
貴
重
な

文
化
財
や
森
林
、
ま
た
は
緑
地

の
捏
損

、
ま
た

は
荒
廃

な
ど
の
事
例
も
は
な
は
だ
多

い
こ
と
は

ま

こ
と

に
遺
憾
干
万
な

こ
と

で
あ
り
ま
す
。

つ

き

ま
し
て
は
、
道

路

の
設
計

お
よ
び
工
事

に
際

し
ま
し
て
は
公
園
区
域
内

は
も
ち
ろ
ん
公
園
区

域
外

に
お
い
て
も
、
埋
蔵
文
化
財
、
森
林

、
樹

木
、
緑
地
な
ど
が
そ

の
予
定
線
上
に
あ

る
場
合

そ
れ
ら
を
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
景

観
上

の
見
地

に
お

い
て
も
今
後

一
層

の
ご
配
慮

を

い
た
だ
き
た
く
、
森
林
緑
地
関
係
所
管
機
関

と
も
事
前

に
ご
協
議

の
う
え
、
善
処
さ
れ
る
よ

う

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

具
体
例
を

二
、
三
申
し
上
げ
ま
す
と
、
例
え

ば
大
雪
山
国
立
公
園
内

の
然
別
湖
畔

の
道
路
拡

張

が
あ
り
ま
す
。
然
別
湖

を
通
過
し
て
糠
平
湖

に
至
る
道
路

の
道

々
昇
格

の
ご
と
き
、
当

然
、

然
別
湖
畔
道

路

の
拡
張

が
予
定
さ
れ
る

こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
ご
承
知

の
よ
う

に
然
別
湖

は
本

道

に
お

い
て
も
ま
れ

に
見
る
原
始
的
景
観
を
残

す
宝
石

の
ご
と
き
美

し
い
湖
で
あ

り
ま
し
て
、

こ
の
湖
畔
に
不
用
意

に
自
動
車
類

を
往
来
さ

せ

排
気
ガ

ス
、
騒
音
、
埃
な
ど

に
よ

っ
て
折
角

の

幽
遽
な
る
自

然
を
乱
す

こ
と
は
厳

に

つ
つ
し
ま

ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
最

近
真
駒
内

の
ス
ケ
ー
ト
場
付
近

の

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
関
連
道
路

の
予
定
路
線
上

に
数

本

の
美
し

い
樹
木

が
あ
り
ま
す
が
、
定

め
ら
れ

た
工
事
開
始

の
期
間

ま
で
に
は
伐
採
せ
ざ

る
を

え
な

い
状
態

に
あ

り
ま
す
が
、

こ
れ
は
道
路
予

定
線
を
数

メ
ー
ト
ル
移
動
さ

せ
れ
ば
救

い
う
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
千
歳
、
苫

小
牧

、

室
蘭
間

の
自
動
車
道

路
が
苫
小
牧

の
北
大
演

習

林
を
横
断
す

る
に

つ

昭和44年 度協会会計収支決算 畠

ならびに昭和45年 度収支予算

北海道自然保護協会

昭 和44年 度 収 支 決 算

(自昭和44年4月1日 至昭和45年3月31日)

部の出支部の入収
円

27,821

105,140

604,090

51,109

12,750

10,000

247,487

3,545

482,333

1,544,275

費

費

費

費

費

費

費

費

金

行

越

議

発

信

通

会

務

繰

計

誌

期

会

旅

会

通

交

諸

事

雑

次

円
994,000

164,500

120,590

4,435

260,750

1,544,275

法人 会費

個人 会費

雑 収 入

預 金利子

前期繰越金

計

昭 和45年 度 収 支 予算

(自昭和45年4月1日 至昭和46年3月31日)

部の出支部の入収
円40

,000

200,000

1,000,000

80,000

20,000

15,000

300,000

12,333

140,000

1,807,333

費

費

費

費

費

費

費

費

費

議

賄

信

通

会

務

備

計

誌

会

旅

会

通

交

諸

事

雑

予

円
1,105,000

200,000

20,000

482,333

1,807,333

法 人会 費

個 人会 費

雑 収 入

前期繰越金

計

い
て
地
元
に
お
い
て

反
対

の
声

が
上

が

っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
最
近

に

当
協
会

の
知

り
え
た

問
題
点

で
、

こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
特
別

の

ご
配
慮

を
そ
れ
ぞ
れ

に
お
願

い
い
た
す
し

だ

い
で
あ
り
ま
す
。

今
後

と
も
道
路
工
事

の
計
画

お
よ
び
実
施

に
関

し
ま
し

て
は
、

事
前

に
で
き

る
だ
け

速
か
に
森
林
緑
地
関

係
所
管
機
関
と
ご
協

議

下
さ
い
ま
す

よ
う

ご
協
力
ご
配
慮

を
お
願

い
い
た
す
し
だ
い
で
あ

り
ま
す

。

ま
た
、
工
事

の
実
施

に
関
し
ま
し
て
は
、
極

力
埋
蔵
文
化
財
、
緑
地
、
森
林
を
保
全
す
る
よ

う
、
各
出
先
機
関
施
業
者

に
対
し
ま
し
て
も
、

趣
旨

の
徹
底
を
お
は
か
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い

に
存

じ
ま
す
。O

小
清
水
町
を
中
心
と
す
る
防
風
林

の
保
存
に
つ
い
て

H
N
C
S
第

七
〇
号

昭
和
四
十
五
年

七
月
三
十

一
日

北
見
営
林
局

長

近
森
嘉
吉
殿

北

海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

理
事

長

井

手

責

夫

北
見
営
林
局
管
内
、
網
走
市
、
小
清
水
町
、

斜

里
町

に
ま
た
が
る
天
然
林
を
主
と
す
る
防
風

保
安
林
は
天
然
記
念
物

た
る
オ
ジ

ロ
ワ

シ
、

ク

マ
ゲ

ラ
を
は
じ
め
、
キ

ツ
ネ
、
イ
タ
チ
な
ど
、

多
く

の
重
要
な
天
敵
動
物

の
生
息
地
で
あ
り
ま

す
。

こ
の
よ
う

な
動
秘

の
生
息
地
と
し
て
の
平

野
林
は
、
学
術
上

の
み
な
ら
ず
、
農
林
業
上

に

必
要
な
生
態
系
を
維
持
す
る
上

で
不
可
欠

の

一

環
を
な
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

網
走
市
、
小
清
水
町
、
斜

里
町
に
見
ら
れ
る

こ
の
種

天
然
林

は
、
わ
ず
か
に
残
存

し
た
貴
重

な
例
で
あ

り
ま
し

て
、
近
時

の
調
査

に
よ
れ
ば

本
地
域

の
有
害
動
物

の
発
生

の
少

な
い
こ
と
な

ど
も
、

こ
れ
ら
天
然
林

の
保
存

が
大
き
く
力
あ

る
も

の
と
思
考
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が

っ

て
単
な
る
防
風
効
果

の
み
に
限

ら
ず
、
生
態
系

的
観
点

に
立

っ
て
の
維

持
が
要
求
さ
れ
る
も

の

○5●



で
あ

り
ま
し

て
、
管

理
上

の
繁
雑
さ
は
推
察

さ

れ

ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
現
況

の
ま
ま
維
持
管
理

さ
れ

ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

O

真

駒

内

公

園

の
道

路

建

設

に

つ
い

て

都
市
第

=
二
八
五
号

昭
和
四
十
五
年

八
月

二
十

一
日

北
海

道
自
然
保
護
協
会

理

事
長

井
手
責
夫
殿北
海
道
土
木
部
長

昭
和

四
十

五
年
七
月
八
日
付

で
申
し
入
れ

の

あ

っ
た
標
記

に
つ
い
て
、
調
査
検
討
し
た
結
果

は
次

の
と

お
り
で
あ

り
ま
す

の
で
ご
了
知
願

い

ま
す
。

な
お
、
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
札
幌

市
と
も
協
議
済

み
で
あ
り
ま
す
。

記

一
、
札
幌

都
市
計
画
道
路

二

・
一
・
二
五
水

源
池

通
り
の
線
形

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
年
七
月

の
都
市
計
画

の
変
更

の
段
階

で

で
き

る
だ
け
既
存

立
木

を
避
け

る
と

い
う

方
向

で
、
十
分

に
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

二
、
当
該
都
市
計
画
道
路

に
か
か
わ
る
都
市

計
画
事
業

の
支
障
と

な
る
立
木
十
六
本

の

う
ち
、
十

二
本

は
移
植
容
易
で
あ

り
、
残

・
る
巨
木

四
本
中

一
本
は
樹
幹

が
相
当
腐
蝕

し
て
倒
木

の
危
険
が
あ

り
、
移
植

が
不
可

能

と
判
断
さ
れ
る

の
で
伐
採
す

る
こ
と
と

'
し
舟
他

の
巨
木
三
木

に

つ
い
て
は
極
力
樹

形
を
変
え
な

い
よ
う

に
移
植
す

る
こ
と
と

し
ま
す
。

三
、
当
該
道

路
は
オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
記
念
道

路

と
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ

て
お
り
、
車
道

の
両
側

の
歩
道
と

の
間

に
設
け
ら
れ
る
幅

員
各
三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
植
樹
帯

に
、
八

メ
ー
ト

ル
間
隔

で
北
海
道

の
代
表
的
植
樹

で
あ

る

ニ
レ
の
木

(
目
通
経
十

五
セ
ソ
チ

メ
ー
ト

ル
、
樹
令

二
十
年
位
)
を
植
樹
す

る
ほ
か
、
歩
道

の
両
外
側

に
し

て
も
十
分

な
植
樹
を
行
な
う

こ
と
に
よ

っ
て
、
全
体

と
し
て
整
然
と
植
樹

さ
れ

た
緑
道

に
造
成

す

る
計
画

で
あ
り
ま
す
。

(
土
木
部
都
市

計
画
課
公
園
緑

地
係
)

O

然
別
湖
畔
道
路
拡
幅
の
件

H
N
C
S
第

七

一
号

昭
和
四
十
五
年
九
月
十

二
日

北
海
道
知
事

町
村
金

五
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

理
事
長

井

手

責

夫

帯
広
よ
り
然
別
湖
を
経
て
糠
平
湖

に
至
る
道

路

の
道

々
昇
格

に
よ
り
、
然
別
湖
畔
道
路

の
整

備
拡
幅

が
数
年
来

問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が

然
別
湖

の
ご
と
き
、
本
道
に
お
い
て
も
も

っ
と

も
代
表
的
な
幽
す

い
な
る
湖
畔

に
頻
繁

に
自
動

車

の
往
来
す
る

こ
と
は
決

し
て
好
ま
し

い
こ
と

で
は
な
く
、

こ
れ
が
対
策

に
つ
き

本
協
会

理
事

会

は
数
度

に
わ
た
り
会
議
を
開
き

、
次

の
と
お

り
協
会

と
し
て
の
対
策
を
決
定

い
た
し
ま
し
た

の
で
、

こ
の
方
針

に
従

っ
て
問
題
を
善
処
せ
ら

れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
す
次
第

で
あ
り
ま
す
。

一
、
然
別
湖
畔
道
路

の
拡
幅

に
際
し
ま
し
て

は
、
湖
畔
温

泉
近
く

の
三

つ
の
岬

に

つ
い

て
は
、
岬

を
め
ぐ

る
道
路

の
拡
幅
を
行

な

わ
ず
、
三

つ
の
岬

の
基
部
を
ト

ソ
ネ

ル
で

貫
く
。

二
、
山
田
温
泉
寄
り

の
半
島
状

の
岬

は
、
基

部
を
横
断
す

る
。

こ
の
場
合
、
オ

ー
プ

ソ

・
カ

ッ
ト
の
面
積
を
で
き

る
だ
け
少
な
く

し
、
乗
越
す

こ
と
が
望

ま
し

い
。

三
、
車
道

に
平
行
す
る
部
分

の
歩
道
は
、
必

ず
車
道
よ
り
湖
畔
側
に

つ
け

る
。

四
、
山
田
温
泉
側
に
駐
車
場
を
設
け
る
。

五
、
道
路
開
さ
く

の
た
め
生
ず
る
断
面
に

つ

い
て
は
、
法

面
を
充
分
緑
化
す
る

こ
と
。

六
、
工
事

に
際

し
て
森
林
伐
採
は
必
要
最
少

限

に
止
め
る
よ
う
充
分
配
慮
す
る

こ
と
。

七
、

こ
の
機
会

に
、
湖
畔
温
泉
側

の
岬

の
露

出

面
を
早
急

に
緑
化
す
る

こ
と
。

O

山
岳
地
帯
に
お
け
る
道
路
法
面
被
覆

へ
の
自
然
植
生
の
導
入
に
つ
い
て

H
N
C
S
第
七
二
号

昭
和
四
十
五
年
九
月
十
二
日

北
海
道
知
事

町
村
金
五
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

理
事
長

井

手

貴

夫

道
路
の
法
面
被
覆
に
は
、
各
種
の
植
生
盤
や

種
子
吹
き
付
け
工
法
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
外
国
種
を
主
と
す
る
牧

草
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
周
辺
自
然
植
生
へ
の

影
響
を
考
え
た
場
合
、
必
ず
し
も
適
当
と
は
い

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
に
道
路
が
亜
高
山
帯
な
い
し
高
山
帯
に

か
か
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
充
分
な
注

意
が
必
要
で
、
で
き
る
だ
け
現
地
の
自
然
植
生

の
中
で
適
当
な
種
類
を
え
ら
び
出
し
て
用
い
る

な
ど
、
場
所
に
応
じ
た
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と

が
望
ま
し

い
の
で
あ

り
ま
す
っ
●

た
と
え
ば
、
大
雪
山
赤
岳
自
動
車
道
路

で
は

ミ
ヤ

マ

ハ
ン
ノ
キ
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

ヒ
メ
ノ
ガ
リ
ヤ

ス
な
ど

の
積
極
的
な
利
用

が
実

用
上

に
も
景
観
上
に
も
、
効
果
的
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
ま
す

。

さ
ら

に
今
後

、
自
然
植
生

の
法
面
被
覆
効
果

に

つ
い
て
充
分
な
植
物
学
的
、
な
ら
び
に
道
路

工
学
的
調
査

研
究
が
行

な
わ
れ
る

こ
と
を
強
く

希
望
す
る
も

の
で
あ
り

ま
す
。

φ
◎
令

'

会
報

の
発
行
が
遅
れ

て
い
た
が
、
よ
う
や
く

こ
こ
に
第

九
号

を
お
と
ど
け
す
る
。
会
報

に
収

録
さ
れ
た
議
事
録
を
ご
覧
く
だ
さ
れ
ば
、
協
会

の
実
際

の
活
動
状
況
を
知

っ
て

い
た
だ
け
る
。

た
だ

一
般
会
員
と
接
触

の
機
会

が
総
会
以
外

に
な
い
の
で
、

こ
の
十

一
月

か
ら
隔
月

の
第

三

金
曜

日
に
例
会

を
開
く
こ
と
に
し

て
、
去
る
十

一
月

二
十
日
第

一
回
と
し
て
伊
藤
秀

五
郎
氏

の

「
北
海
道

の
山

の
今
昔
」
を
う

か
が

っ
た
。
橋

本
誠

二
氏
も

ス
ラ
イ
ド
を
見

せ
て
く
だ
さ
り
よ

い
会
だ

っ
た
。
次

は

一
月
末

の
予
定
。

(井
手
)

昭
和
四
十
五
年
十

二
月
十
日
発
行

札
幌
市
北
二
条
西
八
丁
目

北
海
道
大
学
植
物
園
内

発
行
所

煽
北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話
(
二
一一
一
)○
〇
六
六
番

発
行
人

井

手

責

夫

印

刷

札

幌
印
刷

株

式

会

社
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